
別記第３号様式

地 域 再 生 プ ロ ジ ェ ク ト 調 書

１ 地域再生プロジェクトの概要

※「地域再生プロジェクト計画書」（別記第１号様式）の記載との整合に留意すること

実施主体

（市町村名）

厚真町・安平町・白老町

苫小牧市・むかわ町

地域再生

プロジェクト名
東胆振魅力発信・交流拡大プロジェクト

実施
期間

平成 23 年度～平成 24 年度
事業
区分

新規・継続

実 施 主 体 市 町 村 名：東胆振地域ブランド創造協議会（厚真町・安平町・白老町・苫小牧市・むかわ町） 計 ５市町

地域再生

プロジェクトの

目標

（地域の現状・課題）

東胆振地域の人口減少率、高齢者率を見ると、母都市である苫小牧市を除き４町すべてが全道平均を上回る状況となっており、今後も
生産・消費の中心となる生産年齢人口の流失が予想され、生産年齢人口の減少と超高齢社会の進展による地域活力の減退が懸念されると
ころである。

一方、当該地域は豊富な地域資源があり、札幌圏や新千歳空港に近く、苫小牧港を有するなど地理的に恵まれており、観光としてのポ

テンシャルは非常に高い地域と言えるが、各まちでの取り組みが中心であり、地域として面的な拡がりに欠けているのが現状である。

（プロジェクトの目標）

１市４町が観光を柱とした総合的・横断的な取り組みを通じて連携することで、地域全体のブランド力を創出・発信することにより、

母都市である苫小牧市から各まちへの回遊性の向上、さらには札幌圏などの大都市圏から当該地域へ入り込む交流人口の拡大へとつなが

り、地域全体の活性化ひいては社会構造の格差の是正に資することが出来る。

是正を目指す

地域格差の状況

格差の分野

■社会構造の格差 □地域経済の格差

□地方行財政の格差 □医療・福祉の格差

□その他の格差（ ）

地域経済の格差を客観的に比較する選択指標

［□ 一人当たり課税所得 □ 完全失業率 □ 観光入込客数 ］

医療・福祉の格差を客観的に比較する選択指標

［□ 少子化率 □ 医師・歯科医師数 □ 医療・福祉就業者数 ］

具体的な格差の状況（客観的なデータ等）

人口減少率

（Ｈ12⇒Ｈ22）

・４町の平均 △11.7%

・全道の平均 △ 4.3%

高齢者率

(H17)

・４町の平均 27.9%

・全道の平均 23.5%

地域重点プロジェクト

との関連性

■ 該 当

□ 非該当

◆地域重点プロジェクト名

いぶり・食と観光のプロムナード・プロジェクト

◆主な取組

○食や文化、産業、歴史と観光のマッチングの促進

期待される効果
（指標）

設定目標（項目）
現状値

（平成２１年）
支援期間終了後の成果目標

（平成２５年）
将来的な成果目標
（概ね５年後）

交流人口の拡大 2,625,400 人 2,762,400 人 2,968,400 人

プロジェクトの

公表方法
苫小牧市ホームページ上による公開(URL:http://www.city.tomakomai.hokkaido.jp/matinaka/)



２ 地域再生プロジェクトの実施計画

No 事業名等 事業概要
年次別実施計画

これまでの実績 平成２３年度 平成２４年度

1

事業名
東胆振の新しい観光のあり方に関

する調査

（事業概要） ■住民アンケートの実施

・住民 1,800 人を対象に調査実

施 （回収率約 41%）

■大都市圏における意識調査

・札幌圏・首都圏を対象に認知

度と興味度の差を調査

（1,000 サンプル回収）

■観光キーマンへのヒヤリング

・観光の現状と課題の聞き取り

■結果分析と観光戦略の共有化

・各まちにおいて、調査と分析

結果の報告会の実施

（５回、対象：観光従事者）

・今後の東胆振観光の目指すべ

きビジョンと短期観光戦略の

共有化を図る

観光資源の再発掘、満足度調査、

認知度と興味度の意識調査等を行

い、課題と魅力を分析・検証するた

め、マーケティング調査を実施する。

実施期間 平成２３年度～平成２４年度

実施主体 協議会、企業

事業区分 ■新規 □既存 □継続実施 （取組内容）

実施形態 ■直営 ■委託 □補助 ■住民アンケートの実施

■大都市圏における意識調査

■観光キーマンへのヒヤリング

■結果分析と観光戦略の共有化事業費

平成２３年度 6,229

平成２４年度 865

計 7,094

2

事業名 モニターツアーの実施
（事業概要） ■評価の高い観光資源の選定

■季節感あふれるルート策定

・マーケティング調査から得ら

れた高評価の観光資源を季節

ごとに結ぶ観光ルートの策定

・季節、テーマに応じて 10～15

ルートを策定

■モニターツアーの実施

・策定された観光ルートにおい

てモニターツアーを実施（６

回程度）

■ツアー後の評価の検証

・ツアー参加者の評価をもとに

ルートの検証を行い、さらに

ブラッシュアップさせる

マーケティング調査を踏まえた、

観光ルートを策定し、その満足度な

どを調査するため、モニターツアー

を行う。

実施期間 平成２３年度～平成２４年度

実施主体 協議会、企業

事業区分 ■新規 □既存 □継続実施 （取組内容）

実施形態 ■直営 ■委託 ■補助 ■評価の高い観光資源の選定

■季節感あふれるルート策定

■モニターツアーの実施

■ツアー後の評価の検証事業費

平成２３年度 357

平成２４年度 3,460

計 3,817

3

事業名
食のブランド化に向けた商品開

発の実施

（事業概要） ■東胆振スタンプラリーの実施

・平成 23 年 10 月末より平成 24

年 2 月までスタンプラリーぷ

ちを実施（応募者 569 名）

■東胆振グルメ開発

・東胆振おこわの開発に着手、

アドバイザーとの意見交換、

地域住民対象の試食会を行い

ながら完成度を高める

（試食会 3 回、参加人数 150 名）

■東胆振スタンプラリーの実施

・観光シーズン(7 月～10 月予

定)にスタンプラリーを実施

■東胆振グルメ開発

・おこわの開発を進め、10 月末

に完成発表を行う。

（東胆振地産地食フェアでの発

表を予定、参加者約 600 名）

■民間団体へ商品開発補助

・各まちのまちおこし団体など

を中心に商品開発補助を実施

（補助 5～8 件を予定）

各まちの特産品を食体験してもら

い経験価値化するための東胆振スタ

ンプラリーの実施や、特産品をＰＲ

するための東胆振グルメ開発や民間

団体への商品開発補助を行い、食の

魅力を発信し、付加価値を高めブラ

ンド化を図る。

実施期間 平成２３年度～平成２４年度

実施主体 協議会、団体、企業

事業区分 ■新規 □既存 □継続実施 （取組内容）

実施形態 ■直営 ■委託 ■補助 ■東胆振スタンプラリーの実施

■東胆振グルメ開発

■民間団体へ商品開発補助
事業費

平成２３年度 6,968

平成２４年度 7,975

計 14,943



２ 地域再生プロジェクトの実施計画

※「地域再生プロジェクト計画書」（別記第１号様式）の記載との整合に留意すること

No 事業名等 事業概要
年次別実施計画

これまでの実績 平成２３年度 平成２４年度

4

事業名 東胆振の観光情報発信
（事業概要） ■季節感ある情景の描写作業

・各まちのイベントや自然景観な

ど、その時期にしか見ることの

出来ない風景を撮影する

■情報の収集と検証

・冊子に掲載する情報を収集、マ

ーケティング調査の結果とも

照らし合わせ検証を行う

■情報の収集と検証

■観光情報冊子の作成

・東胆振の魅力を凝縮した冊子

の作成

（40,000 部程度を印刷予定）

本プロジェクトを通じて収集され

た質の高い魅力的な情報を発信する

ため、観光情報冊子を作成し地域は

勿論、札幌圏での配布も行う。

実施期間 平成２３年度～平成２４年度

実施主体 協議会、企業

事業区分 ■新規 □既存 □継続実施 （取組内容）

実施形態 ■直営 ■委託 □補助 ■季節感ある情景の描写作業

■情報の収集と検証

■観光情報冊子の作成
事業費

平成２３年度 446

平成２４年度 5,000

計 5,446

5

事業名
（事業概要）

実施期間

実施主体

事業区分 □新規 □既存 □継続実施 （取組内容）

実施形態 □直営 □委託 □補助

事業費

平成２３年度

平成２４年度

計

6

事業名
（事業概要）

実施期間

実施主体

事業区分 □新規 □既存 □継続実施 （取組内容）

実施形態 □直営 □委託 □補助

事業費

平成２３年度

平成２４年度

計

計 事業費

平成２３年度 14,000

平成２４年度 17,300

計



３ 財源内訳（平成２４年度）

（千円）

※「地域再生プロジェクト事業予定調書」（別記第２号様式）の記載との整合に留意すること

No
事 業 名

事 業 費

財 源 内 訳
交 付 金
要 望 額

国庫補助
金 等

道 補 助
金 等

市町村補助等 市 町 村
自己財源

民 間 等
自己財源

そ の 他
実施主体名 補助金等 委 託 費

1

東胆振の新しい観光のあり方に関
する調査 報償費

使用料

（名称） （名称）

0 0 865

（名称）

865

協議会,調査会社,観光協会(企・公)

2
モニターツアーの実施 役務費

委託費
補助金

（名称） （名称）

600 2,000 860

（名称）

3,460

協議会,旅行会社

3

食のブランド化に向けた商品開発
の実施

報償費
役務費

原材料費

（名称） （名称）

1,200 0 6,775

（名称）

7,975

協議会,企業,商工会議所(企・公)

4
東胆振の観光情報発信 報償費

役務費
委託費

（名称） （名称）

0 2,500 2,500

（名称）

5,000

協議会,出版社(企)

5

（名称） （名称） （名称）

6

（名称） （名称） （名称）

7

（名称） （名称） （名称）

計
事 業 数［ ４］
実施主体数［ ７］

1,800 4,500 11,000 17,300


